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PRESS RELEASE 

令和 6 年 3 月 27 日 

ライフプランを考えるあなたへ

性と妊孕性の視点から見つめる「未来への選択肢」

プレコンセプションケアを中学・高校生に知ってもらうための

冊子と WEB が完成 

 

東京都が、健康な女性に対し「今は、適当なパートナーがいない」「今は、仕事を優先したい」

などを考えた場合に行う卵子の凍結保存に対して助成制度を作ったところ、予想外に多くの希望

者が見られたことが知られています。「卵子の老化」という言葉が知られるようになり、ライフプ

ランを立てるうえで、年齢と妊孕性（妊娠する能力）との関係を知っておくことが必要であるこ

と、そして、そのことへの対処法があることなどの知識は必須となってきています。 

また、将来の妊娠を考える場合に必要となる適切な情報獲得と身体や心のケアを行っておくこ

と、すなわち、「プレコンセプションケア」という言葉も目にするようになってきました。

岡山県では、中学生や高校生がライフプランを立てるうえで、必要な情報をつたえるため、「未

来のパパ＆ママを育てる出前講座等推進事業」を長年行っていますが、すべての生徒や保護者に

受講してもらうことは困難でした。このため、今回、岡山大学大学院保健学研究科は、岡山県から

の委託を受け、プレコンセプションケアの視点を入れたパンフレット「ライフプランを考えるあ

なたへ ～性と妊孕性の視点から見つめる『未来への選択肢』～」と、それに連動した WEB サイ

トを作成しました。これは、狭い意味でのプレコンセプションケアにとどまらず、妊娠してから、

あるいは子育てを始めてから困ることがないように、広範囲の内容になっています。

妊娠や子どもを持つことなども含めた「未来への選択肢」を考えるうえで必要な情報やケアが

◆発表のポイント

・プレコンセプションケア（将来の妊娠を考える場合に必要となる適切な情報獲得と身体や心の

ケア）について中学生や高校生に知ってもらうことは重要です。

・岡山県では、中学生や高校生がライフプランを立てるうえで、必要な情報をつたえるため、「未

来のパパ＆ママを育てる出前講座等推進事業」を長年行っていますが、すべての生徒や保護者に

受講してもらうことは困難でした。

・今回、岡山大学大学院保健学研究科は、岡山県からの委託を受け、プレコンセプションケアの視

点を入れたパンフレット「ライフプランを考えるあなたへ ～性と妊孕性の視点から見つめる

『未来への選択肢』～」と、それに連動した WEB サイトを作成しました。

・パンフレットは、県下の高校生と中学 3 年生に配付され、自己学習が可能になっています。ま

た、このような教育を受けてこなかった保護者を含めた大人たちにも、ぜひ、一読して頂きたい

内容になっています。
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◆研究者からのひとこと

＜お問い合わせ＞

岡山大学学術研究院保健学域

教授 中塚幹也

岡山大学大学院保健学研究科

「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム事務局 

（電話番号・FAX）086-235-6538 

岡山大学学術研究院保健学域 教授

おかやま妊娠・出産サポートセンター センター長

岡山県不妊専門相談センター長

中塚幹也 

中塚研究室では、多くの研究者や学生がリプロダクションやジ

ェンダーについて研究しています。気軽にご連絡ください。

https://www.okayama-u.ac.jp/user/mikiya/ 

わかるチェックシートも作成しています。自己評価をして、生活習慣の改善にもつなげていただ

ければと思います。 

ライフプランには多様な選択肢がありますし、それには、正解や不正解はありません。しかし、

「知らなかった」ということで、後悔する人が少なくなるように、いろいろな知識を持っておくこ

とは重要です。パンフレットは、県下の高校生と中学 3 年生に配付され、自己学習が可能になっ

ています。また、このような教育を受けてこなかった保護者を含めた大人たちにも、ぜひ、一読し

て頂きたい内容になっています。 







卵子も精子も大きく関わる

妊娠について知ろう






